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微生物ってなんだろう？

タカラ・アースに含まれる代表的な微生物の紹介！

自然の中には、多種多様な微生物が存在しています。
空気１cc の中に７億～８億以上、土壌１cc の中に１億以上の微生物がいます。

現在は、さまざまな化学製品・農薬などによって、自然のバランスが崩れています。
悪玉菌の勢力が強くなる傾向にあります。

タカラ・アースの主な有効微生物群は、酵母菌・乳酸菌・バチルス菌などの善玉菌です。
これらの微生物を培養するために植物抽出液を使用します。

タカラ・アースの原液の中には、植物抽出液と有効微生物群 ( 多種多様な善玉菌 ) と、
善玉菌が生産したビタミンやアミノ酸などの産生物質が仮眠した状態で入っています。

開封して空気にふれ、水に希釈 ( 薄める ) ことで、有効微生物群は活性化します。

その微生物は、人間に有益なものを
「善玉菌」、有害なものを「悪玉菌」と
区別しています。

しかし「善玉菌」が 10％、「悪玉菌」が
10％、残りの 80％はどちらでもない
「日和見菌」です。

「日和見菌」は善玉菌が多いと善玉菌に、
悪玉菌が多いと悪玉菌になります。

悪玉菌
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日和見菌
80％

善玉菌
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分解屋
バチルス菌

バチルス菌の担当は分解作業。
強力な菌なのでバリバリ働きます！
代表は納豆菌で、高温～低温にも強く、
酸やアルカリにも強い菌です！

掃除大好き
乳酸菌

乳酸菌の担当は掃除・消毒作業。
乳酸などの有機酸をつくります！
チーズ、はっ酵乳、乳酸菌飲料などに
使われている人気者の菌です！

合成が得意
酵母菌

酵母菌の担当は合成作業。
有機物をアミノ酸やビタミンに再合成！
清酒やワイン作りなど多岐にわたり
使われている人の役に立つ菌です！

タカラ・アース誕生！

悪玉菌が繁殖するより先に善玉菌がたくさんいる環境をつくることで、
悪玉菌から発生する食中毒や悪臭、カビなどを防ぐことができます。

高温や低温を好む微生物や、乾燥した場所・湿気のある場所を好む微生物、
酸性・アルカリ性を好む微生物、共存できるものもや反発しあうものを混合して
培養しようとする研究は困難を極め、時間も費用も膨大にかかりました。

しかし、あきらめることなく研究を続けました。

有効活用できる微生物を選別し、培地を組み合わせ、培養方法を試行錯誤し、
長年の研究開発の結果、「タカラ・アース」が誕生したのです。

さまざまな特性を持つ微生物を「複合有効微生物群」として
培養することに成功しました。どんな環境でも活躍する
「善玉菌の最強チーム」をつくったのです！
その技術は「複合有効微生物群含有資材の製造方法」として特許を取得！

どんな環境でも善玉菌が活躍できるように
するにはどうしたらいいだろう？

しかし、すでにたくさんの微生物が存在する中に
１種類の微生物を加えても、仲間外れになって
善玉菌として働くことができません。

温度、湿度など環境にあった微生物でなければ
協調して力を発揮することができないのです。

仲間に入れて！

や～だよぉ！ ヤダッ！

イヤッ
！

タカラ・アースの受賞＆特許
・  科学技術庁長官賞（1982）
・  黄綬褒章（1984）
・  発明大賞発明功労賞（1995）
・  発明大賞考案功労賞（1999・他２回）
・  東久邇宮記念賞（2000　　　　　他

【 特 許 】
・  第 1754668 号
・  第 2747972 号
※ この他にも有効微生物群に関する
　 数々の特許を取得しています。

タカラ・アースに含まれる有効微生物群は、微生物資材では日本初の特許を取得！
有効微生物群を開発した門馬義芳氏と日本ライフ株式会社は、通産省より
「特定公害防止技術」として補助金を交付され特許取得！
その他にも、タカラ・アースに含まれる有効微生物群は数々の名誉ある賞を受賞しました。

タカラ・アースの力

タカラ・アースに含まれる有効微生物群をつかった効果試験を行いました。

無添加食品協同組合検査センターに試験を依頼した結果から、タカラ・アースが
大腸菌Ｏ157、黄色ブドウ球菌、レジオネラ菌、セラチア菌を抑制することを確認しました。
トリメチルアミン、アンモニアの除臭効果も確認しました。防カビ、害虫忌避効果も確認。

さらに、どんなに効果があっても安全性が確認できないのでは安心して使えません。
同じく、無添加食品協同組合検査センターに試験を依頼し、４種類の試験で安全性を確認。
安心して使えことを証明しました。

※効果試験・安全試験について詳細は別紙資料があります。

カビの抑制試験を例にとって、その働きを説明します。

Ａ：タカラ・アースの原液を吹き付けた食パン
Ｂ：水道水を吹き付けた食パン

試験開始から１週間ほど経つと、Ｂは感染にカビでおおわれます。それに比べてＡは
わずかなカビの発生で抑えられています。どうしてこのようなことが起こるのでしょう？

食パンの表面にタカラ・アースを吹き付けることで、活性化した善玉菌が食パンの
表面をおおい、悪玉菌を寄せ付けないようにしているのです。

善玉菌がいっぱい=善玉菌のバリアがタカラ・アースの効果です！

どうして「タカラ・アース」はこんなに効果があるのでしょう？

パンの表面

入れない！ ダメだぁ！

善玉菌のバリア！善玉菌のバリア！

タカラ・アースの力 2

衣類のしみ抜きをした微生物の働きを、わかりやすく簡単に説明します。

① 米のとぎ汁をエサにして
　 微生物が活性化

② バチルス菌などたんぱく質や
　 脂肪などを分解する微生物が
　 汚れを分解！糖などに変えます。

③ この糖を乳酸菌が食べ、乳酸など有機物をつくります！
　 乳酸は強酸性なので殺菌力バツグン！雑菌なども掃除します！

④ 乳酸菌の酸性が好きな酵母菌は
　 有機物をアミノ酸やビタミンに
　 再合成！

⑤ 酵母菌がつくったアミノ酸や
　 ビタミンをエサに微生物が
　 さたすうらに活性化

分解屋
バチルス菌

掃除大好き
乳酸菌

合成が得意
酵母菌

皮膚が弱い方に実践していただいている「タカラ・アース」とお米のとぎ汁を
使った洗濯でその効果を説明いたします。

お米のとぎ汁は有効微生物群 ( 多種多様な善玉菌 ) の大好物です。
米のとぎ汁に原液をキャップ１杯 ( 約５cc) 程度入れます。通常の水温 (10℃程度 ) より
あたたかい (35℃程度 ) の方が、微生物が活動しやすくなります。

ジュース・カレー・コーヒーなど、衣類に付くとしみになりやすいもので実験しました。
一晩つけおきした後、水洗いしました。普通に選択したものと比べるときれいにしみが
抜けていました。洗剤を使わなくてもタカラ・アースで洗濯ができるのです！

「タカラ・アース」にはどんな働きがあるのでしょう？

善玉菌のチームワークで汚れを分解+除菌、汚れの再付着なし！

タカラ・アース使用方法

タカラ・アースは化学製品ではありませんので、希釈方法（水で薄める）や
使用方法は厳密ではありません。ですが、効果的にご利用いただくために
注意していただきたいポイントがあります。

あくまで目安です。厳密である必要はありません。
汚れ具合や状況によって、おおよそでかまいません。

ポイント１：希釈する（薄める）水は塩素を抜いたものを
塩素が含まれた水だと活性化の妨げになり、力が十分に発揮できません。
一晩くみおきするか、浄水器などを通して塩素を抜いたものがおすすめです！

ポイント２：希釈するしたものは短期間で使い切る

このキャップ１杯=約 5cc
原液：約 5cc + 水：100cc → 約 20倍希釈
原液：約 5cc + 水：250cc → 約 50倍希釈
原液：約 5cc + 水：500cc → 約 100倍希釈

面倒だからと言って大量に希釈水をつくると、水の中の微生物が活性化後、水の中で
飽和状態でエサがなくなり、死滅してしまいます。

あまったものは、排水口やトイレに流せば、そこで効果が発揮されます。
その日のうちに使い切るのが最適です。使い切りの量をこまめに希釈しましょう。

ポイント３：汚れ・臭いの状態に応じて、希釈を変える
使い始めは微生物が活動しにくい環境になっていると思います。
希釈を濃くして使用し、汚れや臭いがおさえられたら少しずつ薄くしていきます。

あまりにもひどい汚れのときは、洗剤等で一度掃除をして汚れを除去し、洗剤が残らない
ように充分洗い流してから使用していただくと、悪玉菌をリセットした状態になります。

継続して使ううちに善玉菌が活動しやすい環境が整うことで、薄い希釈でも効果を実感
することができ、経済的です。

タカラ・アースの希釈方法は？

タカラ・アース使用例

タカラ・アースの基本的な使い方は、水で希釈（薄める）したものを、
スプレーするだけです。それ以外にも使用方法がありますのでご紹介します。

ペット

エアコン・加湿器

トイレタンク

トイレ使用後

タバコ

台所・ゴミ

まな板・包丁

排水口

風呂

洗濯機

電子レンジ・冷蔵庫

三角コーナーやゴミ箱など、臭いが発生する場所には状況に応じて 10 ～ 50 倍の希釈液をスプレー。
消臭効果だけでなく有害菌の発生を抑えるのでキッチンを衛生的に保つことができます。

１日の最後に 100 倍希釈液を１～２リットル流すことで、黒カビやぬめり・イヤな臭いを防ぎます。
定期的に使用することで、排水がつまりにくくなります。
臭いやぬめりがひどいときは状況に合わせて 10 ～ 50 倍希釈液をスプレー。

キッチンの片付けの最後に 100 倍希釈液をまな板や包丁へのスプレーすることを習慣に！
食中毒や感染症の原因になる大腸菌Ｏ157 や黄色ブドウ球菌を抑制。無害なので安心して利用できます。

口に入っても無害なので、食品に触れる冷蔵庫や電子レンジでも安心して利用できます。

浴槽に原液を 10 ～ 15ml 程度入れると湯垢がつきにくくなり、臭いやぬめりも防げ、
２日目のお風呂も気持ちよく入れます。
残り湯を浴室内にまくことで、ぬめり・黒カビ防止。洗濯にご利用いただくこともできます。

洗濯槽の黒カビや除菌にも効果。浴槽に利用した後に、洗濯に再利用ＯＫ！
また、洗濯ものを 100 倍程度の希釈液につけ置きすることで、有機物の汚れの除去や消臭に有効。
洗剤の節約にもなり、環境浄化にも役立ちます。

就寝前に水洗トイレタンクに原液をキャップ２～３杯入れることで、タンク内の浄化になります。
タンク内の水を流すことで、便器や下水管も浄化されます。定期的にご利用ください。

トイレの使用後の臭いが気になるときは、100 倍程度の希釈液をスプレー。アンモニア臭も短時間で
効果的に除臭することができます。臭いだけでなく、有害菌の除菌もできるので衛生的です。

ほこりやカビの臭いを抑制。有害菌の発生も抑えるので、衛生的！
状況に応じて 100 ～ 500 倍の希釈液をご利用下さい。

ペット用品や小屋などの消臭だけでなくダニの発生も抑制。なめても無害ですので直接スプレーして
ブラッシングＯＫ！衛生的です。状況に応じて 50 ～ 100 倍の希釈液をスプレーして下さい。
来客前にスプレーするとペット臭に効果的！

タバコの臭いを除去。状況に応じて 50 ～ 100 倍の希釈液をスプレー。
定期的にご利用いただくことで、部屋にしみついた臭いを除去することができます。
来客前にスプレーすることをおすすめ！


